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はじめに
全国の短期大学の中には海外語学実習あるいは研修という名の短期の英語研修を英語圏で
実施しているところが少なからずある。本稿は短期の英語研修の事例研究として私の勤務校
の場合について書かれたものである。
山形県立米沢女子短期大学(以下、本学とする。)の「海外語学実習」はいまから20年ほ
ど前の1990年代前半に本学と米国コロラド州の 1)トルトン市内にある州立アラパホ・コミュ
ニテイ・カレッジ(以下、 ACCとする。)と姉妹校の提携を絡んだことに起源をもっ。はじ
めは学内の国際交流委員会が担当する国際交流活動として年l回、希望する学生を教員が引
率して姉妹校でホームステイを兼ねながら 2週間ほど滞在するプログラムであった。 90年代
後半にそれが本学のカリキュラムのなかの教養科目の英語に取り入れられ単位化された。そ
れに伴い引率教員は本学英語英文学科の教員とカリキュラム上定められた。
世紀の変わり目の頃に本学の設置者である山形県の緊縮財政のため本プログラムが隔年実
施された期聞が数年間あるが再び各年実施に戻り現在に至っている。
私は1998年度、 2007年度と2011年度の3回引率を担当した。 98年度の参加者は多く35名を
越えた。それで本学は引率教員を2人としてくれた。広い空港内を我が一行が移動するとき
先頭に私が立ち、最後尾をもう一人の引率教員が付いてくれたので安心感は大きかった。
2007年度は英語英文学科内の別な教員が引率担当教員となって準備を進めていたが、年末
頃になって学内の用事で引率できないことになり急謹引率担当は私に回ってきた。ただし
出発前の準備はすべて当初の担当者が行った。参加者は比較的少なく 13名だ‘った。そのと
きの私は語学実習が日程通り進み全員が無事に帰ることにのみ専念して文字通りの 「ヲ|率
者」に過ぎなかった。現地でこのプログラムを担当するのは本学の姉妹校ではなくそこに間
借りしている民間語学学校スプリング・インターナショナル・ランゲ、ツジ・センター(以下、
SILCとする。)で、そこが英語の授業を提供しホームステイの手配を行う。あるとき英語の
授業を担当した講師から「あなたの学校の学生たちは授業中は元気も意欲もないが、ショッ
ピングとなると俄然元気になる」と言われ返す言葉・がなかった。帰路、国内線から国際線に
乗り換える中継地の空港で待ち時間が1時間半ほどあり旅行業者が手配した空港アシスタン
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トが学生に1時間の自由時間を与えた。ところが学生たちは指定された時間まで、戻ってこな
かった。三々五々戻ってきたが飛行機の出発時間間際になっても戻って来なかった学生がこ
人いた。空港内に二人の学生名と至急ゲートに来るようにというアナウンスが繰り返し全館
放送された。航空会社の係員はもう待てないから私に搭乗するようにと強く言ってきた。私
は学生を残して帰国することはできないから残ると言い張り騒然となった。空港全体が緊張
に包まれた。ピンチだ、った。そうするうち二人の学生が走って帰ってきた。私は「何してい
たjと大声で叫んだ。返ってきた言葉は「ショッピングの列が長くて時聞がかかったJ。飛
行機は予定時間より大幅に遅れて出発することとなった。大型旅客機の乗客たちの我が一行
への視線は氷のように冷たかった。
本年度 (2011年度)の海外語学実習は前回の轍を踏まないことが私にとって前提条件とな
った。
1.準備
2011年5月に旅行代理庖3社から見積もりを取り旅行代金の最も安い l社(今回は JTB)
を選定した。学内の了解を得てから、本プログラムの説明会を7月、 10月、 11月と 3回実施
し、 11月の説明会で参加申込書が学生から提出された。参加者がほぼ確定した12月から出発
直前まで4回事前説明会を開いた。それには ESTA(米国入国手続き)等も含まれるが、私
は1月26日の説明会で次の 12011年度海外語学実習心得Jのプリントを参加学生に配布し注
意を喚起した。
*安全第一 (SecurityFirst) 
治安が悪い犯罪社会銃社会 日本人女性はよく狙われる
夜は出歩かない 昼も裏通りには行かない
身の安全は自分で守る覚悟と責任
*トラフゃルに遭ったら
すぐに連絡:受け入れ校側、引率者、場合によってはホストファミリー
*団体行動のとき 班長が点呼を取り引率者に報告(空港内の移動も)
集合時間に遅れない 余裕を持って集合場所に戻る
*アメリカは日本とは異文化
「空気Jを読まない すべてのことを言葉で伝える社会
同調性(日本):差異性(米国) 違いを重んじる文化 グルーピズムを脱した自分を
*コミュニケーション
自分のことをよく伝える 米沢、実家、日本での生活や今の姿
アメリカ人は一般に日本や他国を余り知らない(日本とは反対)
コミュニケーションと同時に Watching(観察)がよき体験となる
*積極的でありながらも日本人として恥ずかしくない行動一一世界が日本を注視している
よきマナーとモラル Too much shopping by Japan巴secan be frowned upon. 
他者を尊重すると同時に日本人としての自分を尊重することプライドを保つ
*身の安全に注意しつつ実り多い海外語学実習にしよう I TOEIC 50点以上アップ使え
る英語を身につける
2.危機管理と健康管理等
現地では本学生に何らかの安全や健康に関する支障が起きた場合は受け入れ校が最初の対
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応をし、基本的に受け入れ校が責任を持つこととした。そのことを現地でプログラムが始ま
るとき最初にSILCの校長(以下、校長とする)と確認した。 SILCのオフィスに学生受け
入れの担当を兼ねた相談員が一人いる。学生が何らかの問題を抱えたら学生が直接その相談
員に相談できればいいが、できない学生が多い。最初に引率教員に相談が来ることが当然な
がら多い。私は基本的に平日は SILCに通勤し学生の相談に乗った。また学生がホームステ
イ先にいる週末や平日の夜はホテルに滞在している私のところに携帯で連絡がきた。今回は
引率者を含む40名全員がアメリカ国内でのみ用いる共通の携帯電話を持ち安全確保のために
携帯の電話番号を一行のなかで公開し共有した。そのようにして引率者に入った相談事は
SILCの相談員に伝え解決してもらうこととした。場合によっては校長も問題の解決に積極
的に関与した。
今回の実習では本学学長の意向で現地日本人女性スタッフが配置された。参加者が多いた
め、ひいては引率者が男性であるため、女性である学生が引率者に相談しにくい悩み事に対
応してもらうという趣旨で配置された。そのスタッフが現地で本学の学生にいつも同行され
ては学生の異文化交流の機会を減らす倶れがあるためACC内で別室待機とし、必要が生じ
た場合に対応してもらうことと引率者の判断で行い、その点について学生の了解を得た。た
だし現地女性スタッフの連絡先は学生に周知レ必要な学生は自分で相談できるようにした。
今回、学生のなかで現地での生活に相当苦労したのは l名である。最初、ホームステイ先
の食事が合わなくて吐気と腹痛を催した。食事を変えてもらってからは元気に過ごしたが、
帰国2日前に「ホームステイ先で食事が提供されない」という苦情を引率者が受けた。ホス
トファミリーと人間関係がこじれた様子で帰国を控えていた私は現地スタップを呼びとも
に苦情を聞き、 SILCの相談員にそれを伝えた。その後は現地女性スタッフに対応を委ねた。
そのスタッフからその日の夜に報告を受けたところ、そのスタッフと校長が学生本人とホス
トファミリーの双方と連絡を取り改善してもらうことになったとのことであった。だが帰国
する日、当の学生から聞いたところによればその後も事態は何ら改善されず自分で食料を買
い求めて空腹をしのいだという。本プログラムに関わるホストファミリーの一部は、受け入
れた学生を一旦気に入らなくなると冷酷で、ある。
空路での往復には以下のことがあった。往路、成田からシアトル経由で、デンバーに向かう
計画であるが、シアトル空港で入国手続きを済ませて国内線のゲートに着いてみたら予定し
た便は機体不良で運行中止となっていた。旅行代理屈が手配した空港内アシスタントと私で
急速善後策を探した。しかし40名全員が乗れてその日のうちにデンバーに行く便はなかっ
た。それで二手に分かれることとした。第一グループは学生のみ31名がサンフランシスコ経
由でデンバーに午後7時30分噴着いた。私は JTBにサンフランシスコ空港で乗り継ぎのた
めのアシスタントを出すように急いで連絡したが、後で学生から聞いたところアシスタン
トはいなかったという。私を含む残り 9名は夕方の遅い便でデンバー空港に着き目的地の
ACCに到着したのは夜の1時頃だ、った。
帰路、早朝デンバー空港で出国の手続きをとるとき予想外のことが起きた。学生一人の座
席の予約がないと分かった。それは旅行代理庖の問題であると私が言い代理庖が用意した空
港アシスタントが懸命に交渉して搭乗券を確保した。さらに別な学生が航空会社のカウンタ
ーで搭乗券をもらうときに気分が悪くなった。体調不良者は搭乗できないという。急逮、空
港健康診断員が呼ばれてやってきた。当学生を安静にして血圧、心拍数、脈拍等の検査を行
った。結果的に搭乗してもよいと診断されたが、もし不許可のときは私はその学生と回復す
るまでデンバーに残らざるを得ないと覚悟した。その二つの出来事のため全体の行動が予定
より大きく遅れ、出国手続き(手荷物及び身体検査)に行ったとき長蛇の列ができていて飛
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行機の出発時間8時30分に間に合うかが危ぶまれる事態となった。私は具合を悪くした学生
に付いて列の最後尾にいたが空港係員の配慮で列の前方に誘導された。米国の公共交通機関
では弱者優先が徹底している。私とその学生が手続きを済んだとき本学生たちは依然列の後
方にいた。時間は容赦な く過ぎた。間に合うのか緊張が高まった。全員の手続きが済んだの
は8時20分。それからゲートに向かつて長い通路を全員で、走った。学生全員が搭乗したのを
確認して最後に私が乗り込んだのが出発寸前の8時30分だ、った。
難局を何度か乗り切ったのにはいくつかの要因がある。旅行代理庖が用意したシアトルと
デンバーの空港アシスタ ント二人が献身的に対応してくれた。さ らには本学生が一致協力し
て難局に対応したことである。 学生たち39人のチームワークは見事だ、った。空港内で自由時
聞があったときもショッピングに夢中になる学生は一人もいなかった。 集団行動での規律を
よく 守り難事に全員で対応した。
なお出発前に本学事務局と打ち合わせをして緊急時連絡網を準備しておいた。本学では事
務局次長がその窓口となった。結果的に緊急時連絡網を用いることはなかったが準備は可能
な限り万全を期した。引率教員の最大の役目は予定したプログラムを終えて参加者全員を無
事に連れて帰ることである。それさえできれば引率教員の役割はほぼ終えたと私自身は考え
ている。米沢の本学に帰還し解散して無事に全日程を終了できたときの安堵感はひとしおで
ある。
今回の海外語学実習中に学生の安全のために私が最も配慮したことの一つは引率者と して
の自分の健康と安全の管理である。どのような連絡が入っても直ちに対応できるよう我が身
の安全に細心の注意を払い飲酒も控えた。プログラム中いつも39名の学生の安全を背負って
いるというその重圧に耐えることが第一の課題であった。
3.英語教育について
現地の姉妹校ACCの施設において英語の授業を実施するのは姉妹校ACCではな く、そ
こに間借りしているSILCという民間の語学学校である。この点に本プログラムの最大の特
慣がある。
事前説明会で参加する学生に本プログラムの最大の目標は実践的な英語力の向上と異文化
問コミュニケーショ ン能力のi函養で、あって、観光旅行ではないことを徹底した。ショッピン
グを主要な目的とする者は本プログラムには参加せず、自分で旅行計画を立てて行くことと
強調した。
現地でプログラムが開始されるに当たって SILCのオリエンテーションが聞かれた。 その
とき私も時聞を もらい学生に次のように話した。「日本で授業を受けるとき学生は静かに教員
の話を聞くことが求められる。しかるにここアメリカの大学の授業では学生が活発に質問し
たり意見を述べることが求められる。遠慮せずに積極的に授業に臨むことが重要である。」
その後、校長と本プログラムの最終的責任者は誰であるかの確認のために話し合いをし
た。校長は当然のごとくに自分たち SILCであり、例年通り最終責任者は校長であると主張
した。 SILCが開催する英語プログラムを米沢の学生たちが受けにきた。受講をさせてあげ
るという態度である。それに対して私は本プログラムは本学のカリキュラムの一貫で教養の
語学の授業である。 本プログラムの単位認定者は引率教員である私自身である。それゆえに
本プログラムのすべてを SILCに委ねることはできない。授業を実施するのは SILCの講師
であると してもそれを監督し本学生の英語教育に最終的な責任を負うのは私であると主張し
た。この議論は長時間を要し翌日の午前まで二日かった。ついに校長は「分かったJと了承
した。そのことによって現地でのプログラムの主導権は校長ではなく引率者である私が持つ
。 。
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ことが確立した。 SILCは営利を目的とする民間の語学学校に過ぎない。日本によくあるジ
オス、ノパ、イーオンと同じ性格を持つものである。本学は長年どちらが最終責任者かにつ
いて議論をせずにきた。今回明確にしたのは意味があるであろう。
翌日、 3クラスに分かれてなされる授業の内、成績が一番上の Aクラスに朝の授業開始
から終了時の昼まで私は学生と一緒に一学生として授業に参加した。授業担当者は3年前に
「あなたの学生たちは授業中は元気がないがショッピングとなると元気になる」と言ったそ
の人である。
授業の進め方はテキストの練習問題を学生に当てて問題を解いていくという方法であっ
た。例を挙げよう。 3クラス共通のテキスト TopIcstrom AωZのUnit23 (p.90)から。
A. GROUPS Try to complete the sentences 
1. A sister， an aunt， and a_一一_areal female relatives. 
a. cousin b. nephew c. niece d. son 
2. All ofthe following are women except_一・
a. a princess b. a queen c. a duchess d. a prince 
3. All ofthe following are famous women artists except__. 
a. Frida Kahlo b. Margaret Thatcher c. Mary Cassatt d. Georgia O'Keefe 
4. Women in the U.S. won the right to vote in 1921. Women in Switzerland won the right to vote in 
a. 1871 b. 1951 c. 1971 d. 1991 
5. Women in New Zealand won the right to vote in一一一・
a. 1893 b. 1913 c. 1923 d. 1993 
6. Ms. is the title for 
a. married women b. unmarried women c. al women d. men and women 
私自身は4を除けば容易な問題だ、った。学生たちにとっても選択肢に分からない単語があ
るとしても 4と5を除けば解答するのは比較的容易であった。講師の教え方で気づいた点
がいくつかある。例えば、 lについて自分の甥や姪たちについての個人的なエピソードを
長々と話した。 3については消去法で答えは簡単に見つかるが他の3人の芸術家についての
説明が一切なかった。 4と5は婦人参政権に関する問である。世界の女性たちが婦人参政
権の獲得のために 1世紀以上苦闘したが、その歴史と婦人参政権の意義が語られることは
一切なかったことには驚いた。ジ、エンダー論に触れた人ならフランス革命の男性中心主義に
抗議したウルストンクラフトや19世紀中葉の1.S.ミルの妻となったテイラー・ミ jレの思想、
を、また日本では戦前の平塚らいでうたちの青鞘杜の女性解放の運動を直ちに思い浮かべる
が、講師は婦人参政権の歴史的意義については何も話さず、ただ学生の答えが間違えば正解
を教えるのみであった(講師は3.4，5について何ら知見を持たず解答書を見て答え合わせ
をしただけである)0 6については日本の中学生でも習う Mr.Mrs. Ms.の違いについて長々
と説明した。まるで子どもに教え聞かせるように。
受講している学生たちにはリスニングの練習にはなるが授業内容は平板で講師の教養の浅
さばかりが目立った。日本の中学校での英語の授業をネイティブ・スピーカーが英語で進め
ているに過ぎない。日本でも英語の授業を英語で教えると文部科学省の学習指導要領が定め
て数年が経ちすでに囲内で実践されている。他にこの日の授業では簡単な英語文型について
3，4人単位のグループに分かれてパタンプラクテイスが二三度あったがそれも中学初級レ
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ベルであった(例えばHowmany friends do you have?)。
授業が終わってそのクラスに入っている本学生の何人かに聞いてみた。彼女たちは英語が
聞けるのはいいが内容はつまらないという声が多かった。それで授業が終わってから校長に
そのことを伝え、大学生に相応しい内容のある授業に改善して欲しいと伝えた。校長は私の
要求に対し何らの説明も弁解もせず、その旨を講師たちに伝えるとのみ言った。何度も話し
ていて分かつたが校長は英語の教育者でもなければ何らかの研究者でもない。一介の経営
者、ビジネスマンに過ぎない。その校長が長年本プログラムの実権を握ってきた。
翌日、朝の授業開始時にAクラスに行き、担当の講師の許可を得て、私が15分ほどソシ
ュール言語学の基礎について学生に講義した。ソシューjレによればすべての言語はシニフイ
アン(音声)とシニフィエ(意味内容)の両側面の統合で成り立つ。もし音声の練習のみを
もっぱら行えば発話者の言語はシニフイアンの戯れとなる。すなわち流暢に話すが中身がな
い言語行為である。この授業は英語の音声の練習にはなるが大学生に相応しい内容に乏し
い。これでは本学生が習得する英語はシニアイアンの戯れとなる慎れがあると講師と学生た
ちに向かつて講義した。それからクラスで討論したが、英語の音声の練習とともに内容のあ
る英語を話す練習が必要だと多くの学生たちは述べた。それを聞いていた講師は「日本人は
英語は読めるが話せないとよく言われる。だから音声の英語教育は重要で、はないかjと発言
した。それに対し私は「言語教育は音声と内容の両面の教育が重要で、ある。どちらか一方と
いうわけにはいかないjと述べたら彼女は同意した。さらに私は内容のある授業にするには
語棄が決定的に不足していると講師に指摘した。なぜ語葉が重要かと講師に間われたので私
は「語柔力は英語発話者の知的レベルすなわち教養を示す。諾業力の貧困は知性の貧困を示
す。それでは間際化時代に対応する英語にならない」と答え、講師も納得した。内容のある
授業にするためにはもっと討論やデイベートを取り入れて欲しいと私は要望した。最後にそ
の講師に向かつてこう述べた。 "Youshould know our students here are much more briliant than 
you can imagine." (本学生はあなたが思うよりもはるかに優秀で、ある。そのことを知るべき
だ。)この間約30分だ、った。後で受講している学生たちに聞いたら授業方法は変わらないが
語葉は確かに多くなったという。他の二つのクラスでも同じように私が実演することはなか
ったが、 Aクラスでの実演は他の二人の講師たちにもすみやかに伝わったようである。また
本学生たちにも刺激を与えたようである。今回のプログラムが全体に引き締まる一因となっ
た。
SILCの英語の講師たちに、そしてその語学学校全体に「ネイテイブの英語を聞かせてあ
げる。有り難く思え」という発想と姿勢が絶えず見える。引率教員は、国際化社会で使える
英語を学生が身につけるためにテゃンパーまで来たという本気さを SILCと学生に発信し妥協
しない姿勢が求められる。さもないと本実習の英語は単なるファッションやアクセサリー
(お飾り)に過ぎなくなる。そのためにわざわざ高額な費用を払ってデンバーまで来ること
はないし、まして大学が企画するプログラムとする必要もない。
SILCが為す英語教育は単なるファッション、お飾り、アメリカ文化のひけらかしでしか
ないことを証かすーっの実例を挙げよう。現地のプログラムの後半、私は校長にファイナ
ル・テストを実施するよう要望した。最初にクラス分けのためにプレイスメント・テストを
行ったのでそれと同形式で異なる問題からなるファイナル・テストを要望した。それに対し
校長は本プログラムでこれまで実施したことがないから必要がないと主張した。私は、校長
も知っていることだが、本プログラムは以前は国際交流事業として始まったが、その後本学
のカリキュラムに組み入れられ単位化された。それゆえ一人ひとりの学生に成績をつけ単位
を認定しなければならないからファイナル・テスト(学期末試験)は必要であると主張した。
????
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プレイスメントとファイナルの二つのテストの結果を比較すれば本プログラムに参加した学
生の英語力はどの程度向上したか数値で分かるのでファイナル・テストを実施して欲しいと
私は強く要望した。校長は英語の点数だけで本プログラムの有効性を判断できない。デンバ
ーに2週間ホームステイを含めて滞在し異文化経験を積んだということこそが重要で、ありそ
れは数値化されないと述べた。私はそのことには同感であるが、本プログラムの主要な側面
は実践的な英語力を学生が身につけることにある。二つの試験のデータは学生に成績をつけ
るのみではなく本プログラムを本学で自己評価するのにも不可欠で、ある。参加した学生が概
ね本プログラムに満足しているという様子だけでは自己評価はできないから客観的な材料が
必要である。そのためにもファイナル・テストを求めると私は主張して妥協しなかった。最
初に確認されたように「本プログラムのスーパーパイザーはあなたではなく私なのだ。私の
言うことを聞くべきだ」とも言った。
帰国3日前に校長はようやくファイナル ・テストを実施すると私に言明した。そして翌
日、すなわち帰国前日にファイナル・テストは実施された(プレイスメントとファイナルの
両テストは「ミシガン大学テスト」で実施された)。私は校長が同意してテストを実施した
ことにお礼の言葉を述べた。校長は二つの試験の問題と試験結果のデータは帰国して数日後
に米沢に送ると約束した。私はその言葉を信じた。ところが帰国していくら待つでもそれは
送られて来なかった(郵送のみでなくメール添付で送ることも可能なのだが)。彼は見事に
約束を破った。裏切りである。結局私は現地で学生の取り組みを観察していたのでそれに基
づいて成績を付けざるを得なかった。
校長がテストの結果を送ってこなかったことついて次のことが考えられる。最初のプレイ
スメント・テストと 2週間後のファイナル・テストを比べたとき学生の英語力に見るべき向
上がなかったのであろう。10数年前から私は校長と面識があり、概ね彼は誠実な人であるこ
とを知っている。最初から私を編すつもりでファイナル・テストを実施したのではないであ
ろう。結果を見て送れなかったのである1)。
現在の受け入れ校 SILCはいかなる意味でも大学レベルの教育機関ではない。語学学校と
しての営利団体・ビジネスである。確かに学生、とりわけ本学の学生のような若い日本人女
性を喜ばすことには長けている。大きく 豪華な施設やホームステイ先、洗練された都市、ロ
ッキ一山脈の麓の自然の豊かな観光地、耳に心地よく響く英語を話すホワイ ト(白人)とい
う人種的優越。そして何よりも米国という超大国のパワーを魅力の源泉としている。参加し
た多くの学生はすっかり夢中になりもう日本には帰りたくないという。SILCにと って本学
生は上得意である 2)。
学生に好評なプログラムではあるが、その内実は大学の英語教育の本来の姿からは懸け離
れている。SILCでの英語プログラムは本学生の英語力の向上を図るために真剣に考慮、され
実施されたものではない。英語はあくまでお客さんを惹きつけるためのファッションでしか
ない。本学生に確かな英語力を身につけさせるための英語教育の方法論を SILCは持たない
し、講師陣はそのための資格を有してはいなし、。講師たちはこれまで英語非母語者に英語を
教えた経験があると 3人とも言ってはいた。ただそれは英語母語話者としてである。現地で
の2週間、 3人の講師は自分のフルネームを示すことさえなかったし、ましてや経歴を示す
ことは書類上も口頭でも一切なかった。ただ「本場の英語を聞かせてあげる。それでいいだ
ろうJという態度である。私は繰り返し校長にも講師たちにも「本学生はデンバーまで遊び
に来たのではなく本気で英語力の向上のために来たのだ」と言い続け、そのために SILCは
例年になく緊張して本プログラムに取り組むことにはなったが、所詮、 SILCは公的な教育
機関ではなく無数にある民間の営利目的の語学学校の一つである。本学のカリキュラム上
?
??
?
?
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の「海外語学実習jとしての語学の授業の目的を叶えることを SILCに求めても無理である。
その資格も意欲も彼らは持たない。彼らにあるのは「商売Jへの意欲だけである。
日本に帰ってきて成田のホテルで簡単なミーテイングを持ったときに参加したほぼ全員が
この研修に参加してよかった、とても満足したと言っていた。しかし自分の英語力がこの研
修を通して向上したかについては自信が持てないと述べた学生は少なくはなかった。その学
生たちの体験談こそが本プログラムの本質を言い当てている。
長年、私は本学で教えていて、デンバーでの「海外語学実習Jに参加した学生たちが、帰
国後、一向に英会話力が向上していないことに疑問を持っていた。今回、現地で実習をつぶ
さに観察してそれは学生に問題があるというより SILCのほうにこそより大きな問題がある
ことを知った。
4.国際交流活動として
本学の中期計画 (H21~26年度)の 3.r社会貢献に関する目標を達成するための措置J の
(2) r国際交流、国際化の推進に関する具体的方策」においてア、 rr海外語学実習jをより
充実させ、姉妹大学との交流を一層密にするjと記されている。
学内の大方においても誤解されているようであるが、 「海外語学実習」は姉妹
大学ACCの場所において行われるのであるが、実際にその実習の受け入れ校
となり実施するのはACCに間借りしている民間の語学学校SILCである。 ACC
は米国短期大学レベルの公的な認証評価機関の評価を受けたコミュニテイ・カレッジである。
本学とほぼ同等の高等教育機関とみなしでもよいであろう。施設もファカルテ
ィ(教員隙)も審査を受け基準を満たして存在している。それに対してSILCはACC
の施設を借用して授業等を行っていると しても認証評価を受けた教育機関ではまったく ない。
その英語教育の問題性についてはすでに述べてきた。
本学の国際交流が事実上、高等教育機関ではないSILCとの問においてなされていること
は問題がないであろうか。確かに現地でのプログラム中にSILCが企画する ACCの学長を
囲む会が20分間ほど催された。 SILCの校長が司会し始めにACCの学長が歓迎の挨拶を述べ、
次いで求められて私も姉妹校としての挨拶をした。その後しばらく懇談をした。ACCの学
長は話してみると研究や教育に造詣が深く、大学の経営者であると同時に優れた研究者であ
り教育者であることはすぐに理解できた。しかし2週間の現地でのプログラムを企画運営す
るのはSILCであり、本学生はそれに参加し、私は引率者として学生に付き添う。本学が「海
外語学実習」 として国際交流をしているのは姉妹校ACCではなく 語学学校SILCなのであ
る。そこは校長を含めてスタッフ全員、大学の人たちでないことは会ってみれば直ちに分か
る。つまり本学の国際交流は格下の民間語学学校と行っているのが偽らざる現状である。分
かりやすい例えを挙げれば国内に数多くある語学学校、イーオンやノパやジオス等の山形校
と本学が姉妹校提携を結ぶということである。その場合、世間は本学をどう評価するであろ
うか。このような対等で、はない「国際交流Jはすみやかに改めて然るべきである。卑屈な「国
際交流Jは参加する本学の学生、日本の未来を築いてゆく彼女たちの教育にとって有害でさ
えある 3)。
(子ども扱い)
SILCの本プログラムにおける本学生に対する態度は徹底した「子ども扱い」である。確
かに日本人は西洋人に比べて全般に身体が小さい。本学の学生は二十歳近くであり身体的に
はすで、に成長を終えている。しかし比較したとき本学生の一般は西洋人のアメリカ人の小学
生くらいの大きさしかないことは普通である。英会話力という点でも本学生はアメリカ人の
っ
?
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小学生にも劣るということは稀ではない。だからといって本学の学生がアメリカに行って子
ども扱いされていいだろうか。現地でプログラムが開始されるに当たって最初にオリエンテ
ーションがなされたが、資料2、3はそのときに配布されたホームステイをするに当たって
の注意事項である。親切に日本語訳まで付されている。それは英語版にしても日本語版にし
ても親が子どもに言い聞かせる内容であり表現である。
一例を挙げれば日本語版の i3.家族のルールを尊重しなさい。友人を家へ招待する前に、
家族の許可を取りなさい。Ji 4.家族の一員になりなさい。ファミリーがテレビを見る時
には、一緒にみて、夕食後は、皿の片づけを手伝いなさい。」
ここに SILCの本学生と本学に対する態度が如実に現れている。SILCは本学よりもはる
かに立場が強く上であると主張し本学を格下に扱っている。引率者としての私はそのオリエ
ンテーションの後、すぐに SILCの校長と話し合いに入札彼らの態度は幾重にも間違って
いることを追及し、激しい交渉の末、 ついに彼が私に譲歩したことはすでに述べた。今回は
私が本プログラムの総責任者の立場を決して譲らなかったが、彼らのそのような本学生と本
学を見下す態度は終始見え隠れしていた。それはすでに述べた英語の授業内容が乏しいこと
やホームステイ先で本学生に食事を提供しなかったホストファミリーにも現れている。母語
で英語を話すホワイト(白人)であるというだけで優越感を抱きアジア人である日本人を見
下すのが、 20年近く続いてきた SILCが企画運営する本プログラムの本質となっていること
は看過しえない問題である。
本プログラムに参加する本学生の多くはその問題点に気づかない。現地で「かわいいjと
言われて喜んでいる。"cute"の原義は小さいという意味である。小柄な日本人女性である本
学生は「かわいい、かわいいjと言われ大喜びしている。そのこともあって本プログラムに
参加した学生の大部分は満足感を抱き、アメリカが大好きになって帰ってくる。そうではあ
るが大学として本学は SILCのこの尊大な態度を許しておくわけにはいかない。高い費用を
負担しはるばる太平洋を越えて行きこのような子ども扱いを受ける、それが本学の「国際交
流」という美名の下に隠されてきた現実である。国際交流は対等な相互尊重を基礎としては
じめて成り立つ。卑屈で、あってはならない。
戦後日本が米国との関係で対等で、はないことは拙稿「あるカナダ外交官と憲法論議J(2009 
年)で詳しく書いた。だが固と国の関係がそうだからといって国民レベルの交流も同じでい
いわけはない。そうだからこそ国民レベルのアメリカとの交流の仕方は対等でかつ相互尊重
を基礎としてなされなければならない。その無数の積み重ねが国家主権の十全な回復の準備
となるであろう。引率者のみでなく本学自体が日本人としての誇りを持ってアメリカと交流
すべきである。その毅然とした姿が学生たちに国際交流の本来の姿を無言の内に教えてゆく
であろう。
終わりに一一検討課題
本学が数年前に法人化されたこともあり教員の繁忙化は一層増している。もちこま数の多
い授業、研究、校務分掌、そして英語英文学科の場合特に編入学指導に多くの時間が割かれ
る。本プログラムを実施するに当たり、受け入れ校との事前交渉で内容の充実化に引率教員
が専念できればいいが、現実は従来通り事前打ち合わせは旅行代理屈に委ね、担当者は学内
で説明会を何度も聞いて学生を募集し引率してプログラムを予定通り終えることで精一杯で
ある。
今後の望ましい方向性として2年後に始まる本学の四年制大学化に合わせて現在の姉妹校
を変えることが挙げられる。新たにコロラド州内の四年制大学と姉妹校提携を結び、そこで
? ??
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海外語学実習を行うこととするのはー案である。または姉妹校との聞で単位互換の協定を結
ぴ留学生を相互交換するのが望ましい。本学の学生が集団で受け入れ校に語学実習に行くと
結局学生たちは現地での多くの時間を日本語で過ごすことになる。
それまでは現在の方法を継続することになろうが、その場合でも受け入れ校を SILCでは
なく本学の姉妹校である ACCとし、そこの専任の英語教員を受け入れの窓口とすることは
容易にできるであろう。実際に英語の授業とホームステイを担当するのはSILCとなるとし
ても、 ACCの担当者が本学の学生の英語学習への要求水準に見合ったプログラムを企画し
SILCを指導することは可能であろう。本実習の担当者を本学から一人、 ACCから一人とし
共同でプログラムに責任を持つことは有効な改善策になるであろう。(単位認定者はもちろん
本学引率教員である。)
本プログラムが始まってから約20年となる。本学の国際交流と英語教育はどうあるべきか
の基本に立ち返って再検討すべき時期である。
註
1)囲内に多数ある民間の英語学校は授業料は高いが生徒の英語力の向上に責任を持たない
ことで知られる。例えば、半年開通えばTOEIC750点を保証するということが英語学校に
はない。そのいかがわしさは、例えば基本的に車の運転免許証が取れるまで指導する自動
車学校と比べたとき明らかである。
2) 津田幸男は、他のアジア人と比べても特に日本人女性が母国を忘れるほどアメリカが大
好きになる傾向があることを指摘しているが (97)、本学の学生たちもその例に漏れない。
それは国際化というよりむしろ精神の植民地化である。
帰国後に本学で科目「海外語学実習」として学生による授業評価がなされたが、その結
果は、本学女子学生が容易にアメ リカ人と自己同一化するメ ンタ リティ(心性)を考慮に
入れて分析される必要がある。日本の戦後は終っていない。
3) t東日本大震災」という人類史上に残る大災害の後の最初の「海外語学実習」であったが、
現地での実習中、私が知る範囲では、公式にも非公式にもそのことへの言及は一切なかっ
た。ましてやお見舞いの言葉もなかった。その話題は一種のタブー扱いで、ひたすら明る
い雰囲気を演出し本学生たちを楽しませることに SILCは専心していた (ACCの学長を囲
む会でも大震災への言及はなかった)。国際交流であれば当然の礼儀というものがあるで
あろう。当地で、大震災がニュースでなかったということはない。私がデンバー市内で乗っ
たタクシーの運転手は「日本は原発事故があって大変だね」と言っていた。
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. 塾SPRINGINTERNATIONAL 
Arapahoe Community College 
YONEZAWA WOMEN'S n乃-.JIORCOLLEGE PROGRAM 
February 8国 22，2012
SCHEDULE OF CLASSES AND ACTIV1TIES 
園田園田園田棚田晒同盟国盛岡田Wedncsda' _"Th照明圃， Frida _ Satu咽 i
Februal'y S 山 arけ |Febmaq10| 附Ial')'1 
Class 
9:00-10:00 I Arrival at Orientation/ 
DIA， Denv巴r， Registl'ution Class 、rVith10:00・11:00I I 2:54 p.m. College Tour 
CI日s
11:00・12:00I I Transfer to Placcment Dowlltown Host 
Arupahoc Test D町1VcrTour 
12:00-1:00 I Community Lunch in Lunch-16tb 
Collegc und C:u自cteria SI附;-~r~iï. I Family 
1:00・2:00 I Host Families Class 
2:00-3:00 I 
9:00-10:00 Cla55 Cla55 Class Class AIl-Dny 
10:00・11:00 Class Class Class Class Trip to 
、rVith 、rVith
11:00-12:00 I Class Class Trip 10 Class Gnrden of 
Valentinc Castlc Rocl， the Gods I Host 12:00・1:00 I Host Lunch in Lunch 12-1 I'actory Lunch in 
Cafetcl'ia Shops Cnfcteria 
l…I F制御 lM"Conversation 11・4 Cor附 sati叩 I9:00 -5:00 I Family lIigh School Partncrs PUliners 
2:00・3:00 I I Jnpancse 1 p，lI. 1 p.m. 
Clnss Class Class 
Fcbruary 19 F巴brumy20 F巴b附ry21 I February 22 
9:00-10:00 Cla~日も Clnss 
、;yith Dcparture 
10:00-11:00 I Class Class for DIA 
6n.m. ACC 
11:00・12:00I Host Cluss Class Maill 
Lunch in Buildlng 
12:00.l:00lFtEnlilyi | Lunci.1 Cafcteria with 
Cafetcria COllversation 
1:00・2:00 I I Visit Spring Partners 
classes Sayonal'a 
2:00-3:00 I 1 p.m. Pnl'ty 
Cluss 6:30 p.m. 
Cafeteria 
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山形県立米沢女子短期大学紀要 第48号
IioW 1'0 HA VE A SUCCESSFUL HOMESTAY 
We want you to enjoy your stay with your American famiIy. They have 
ò.pe~eçl t~~!r hotne to you and want to shar・etheir life with you. Theyalso 
'Waiit fo}earn about. your Coulltry. We hope this is the begiIining of a great 
éXped~llc"efqi QT:th of you. 
Ii:eh~ ar'e somc thipgs for you to remember about living with an American 
f~l1iHy. 
1.COMMUNECATEWITHYOIJRHOSTEAmLY.1、]削st由h巴sec凶 t印oy戸ou山I
Ta叫lkζω守w世悦i紅fhi白he訂剃ieacp qay. This wjU help you to build a better relationship and wi1l help you 
t6 iriip'.i・-oy己 YQ~i :El1glis1i.
~.. tt~tt()l.lR FAMILYYOlJRPLANS FOR THE DAY. Please let ihernknow ifyou 
wil belateio云diIiI'u:i'.Let your host farniIy know where you wil be and what time to 
exp禅tyo証ho溢ふ
3. 則禁;p~ç'.r'XtUR F品批判RULES. Ask permission of your bost family be:fore you 
inv~tè y凶 rfr1切ds白山eboUSe. Remernber that in most Americiln ho:mes， both parents 
-vyork. ':Ih巴y}Iave tq get up early il the morning， sothey rnust go to bed early at night. Q旦
IlOt"ask ihem tri pick vou up late at nightwhen thev bave to go to worlc early the next 
日出血
4. BE PART OFTHE FAl¥但LY.Jorn them wben they watch TV and help clear the dishes 
aftet dinner， Observe what they do and offer to join in. Keep your room neat and pick up 
after you.J;$elf in the bilthroom. 
S. USEAPREPAID CALLll河GCARI】ORPURCHASE A PREP AID CELL PHONE TO 
CALL YOUR COUNTRY， STムYlNCONTACT WITH YOUR HOST FAMILY AND 
FRIENDS. 
Staying with an Americall family is a great opportunity for you to learn about 
Amedcal. cu]tllr~ and to ，Practice your EngUsh. Enjoy this aspect ofyour stay 
in CQlorado. Help the family learn about your culture and customs. This is 
why they asked to host a student from another country. 
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3 
ホームスティを成功させるには000
我々は、アメリカ人家庭で、皆様に楽しい滞在をしてもらいたいと思っています。貴方に
家を開放して、生活を共にしたいと願っています。
また貴方の国に関しでも学びたいと思っています。私たちは、双方にとって貴重な経験の
始まりであることを希望しています。
アメリカ人ファミリー滞在に際して、下記の点を頭にいれておいてください。
1.ホストファミリーとの意思疎通をすること
これこそ、成功への秘訣です。
・毎日家族と話をしなさい。それがよりよき関係を築くことにつながり、英語力促進にも
役立つでしょう。
2. その日の予定を貴方のファミリ)に話しなさいの
もし、夕食に遅れることがあれば、彼らに知らせておくように。
今貴方が、どこにいて、何時に帰れる予定なのかも。
3.家族のノレールを尊重しなさい。
友人を家へ招待する前に、家族の許可をとりなさい。 7といていのアメリカ人家庭において
は家族は、働いていることを覚えておいてください。朝は、早く起きなければいけないの
で、夜は、早く寝なくてはいけない。
朝早く仕事へでかけなければいけないファミリーに対して、夜遅く車で迎えにきてもらう
ことを頼んではいけません。
4.家族の一員になりなさい。
ファミリーがテレピを見る時には、一緒にみて、夕食後は、皿の片づけを手伝いなさい。
家族が何をしているのかを観察して、参加することを申し出ましょう。部屋はきれいにし
てパスルームは使ったら、後片付けをちゃんとしなくてはいけません。
5.貴方の国や、ホストファミリー、友人へ電話をするには、プリベイドカードを使用したり、
プリベイド携帯電話を購入してほしい。
アメリカ人の家庭に滞在するのは、アメリカの文化を学び、英語を練習するには、大変
貴重な機会です。コロラドでの滞在を通してこの点を楽しんで体験してもらいたいです。
ファミリーへ貴方の文化と習慣を学ぶ手伝いをしてあげてほしい。なぜなら、この為に彼
らは海外の学生を受入してみたいと願っているので。
???
